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【研究活動の要約】

近年､京都府でも放置竹林問題が深刻化 してお り､竹林の侵食に伴 う森林の保水機能の低下や土砂災

害の増加､農林業-の悪影響などが大きな社会問題 となっているoそれらの解決の一助として､竹を高

付加価値化することによる有効利用､特に竹炭の有効利用が叫ばれている○そこで本研究では､環境浄

化用竹炭加工品に注目し､以下の検討を行ったo

･竹炭の空隙構造と吸着作用に関する研究

各種吸着型竹炭加工品の製造に向け､まず製造条件が異なる竹炭の空隙構造と吸着性能の把握を行つ

たo

･溶解型竹炭加工品 (以下､キレー トマリン)の効果に関する科学的根拠の検証

汚染が深刻な河川 .池 .海において､竹炭､鉄粉と有機酸より成形されるキレー トマリンは優れた水質

改善効果を挙げてきたが､その科学的根拠が不十分であることから大量導入には至っていない○そこで

本研究では､キレー トマリンの水質浄化作用の科学的機構の検証､鉄イオンの植物プランク トン-の作

用について検証 したoまた､キレー トマリンの適切な使用条件を検討するため､連携機関である NPO法

人京都発 .竹 .流域環境ネットの試験フィール ドで､水質に関するデータ収集を行ったO

【研究活動の成果】

･竹炭の空隙構造と吸着作用に関する研究

製造条件の一つである炭化温度を変化させることで､竹炭の空隙構造と吸着性能が変化することが示さ

れたoまた､各種の検討により吸湿特性を向上させ うる空隙構造を持つ竹炭の製造条件が明らかとなつ

たo

･キレー トマリンの効果に関する科学的根拠の確立

科学的根拠の検証により､キレー トマリンからの溶解物である鉄イオンが植物プランク トンや藻類の増

殖を促進することがわかったo溶出した鉄イオンはキレー トマ リンに含まれる有機酸の作用により､酸

化されにくく植物プランク トンが利用 しやすいキレー ト化鉄として水中に維持されることがわかった○

また､キレー トマ リンの水質改善機能は生態系や流域を含めた規模での評価が必要であることなど､キ

レー トマリンの使用条件についての重要な知見を得ることができたoキレー トマリン散布によるデータ

収集によりいくつかの水質改善の例を得ることができたo宮津市と連携 し､阿蘇海を試験地とした水質

改善試験を実施することになったo

【研究成果の還元】 
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